
 
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

       

            

         

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原動機のクランクケースにおいて、鋳造作業が不適切なため、エンジンオイルの通路と繋がる

鋳巣穴が生じているものがある。そのため、運転時に当該鋳巣穴からエンジンオイルが漏れる

おそれがある。 

改善の内容：全車両、クランクケースを点検し、エンジンオイルの漏れが認められる場合は、

エンジン本体を良品と交換する。 

識別：リコール番号入りの識別ステッカーを車台番号打刻位置付近に貼付する。 

改善箇所説明図 

基 準 不 適 合 発 生 箇 所 

 

クランクケース 

注：        は交換する部品を示す。 

エンジン本体 

 


